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訪問調査日 令和4年8月28日

新リーダーのアイデアにより、日勤リーダー制から統括リーダー制へ日中の業務を守る職員
の体系を変え、勤務職員がその日のご利用者様のケアについて責任を持ち行動が出来るよう
になってきております。又子育て世代や職員さんの勤務状況に合わせ対応出来る様、朝の集
合での申し送りを中止し、朝の時間を有効活用、ボードを活用しご利用者様の状況や申し送り
事項について見える化を行う事により、AMの機能訓練やレクリエーションの充実が図れ、１・２
階のご利用者様の情報共有もスムーズになりました。ご利用者様へのケアの充実や楽しめる
事、職員さんの働きやすい環境について考え改善を続けていきます。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
１６名中、４名がパートタイマー職で、比較的正社員率も高く、１２名の正社員の内４名が１０年
以上勤務のベテランで、新人を皆で育成する態勢もあり、チームワークの高い事業所です。相
互に協力し合う姿勢の高さは、統括リーダーの設置や朝の申し送りをボードに切り替えた点な
どに顕著に現れ、働き方改革も進んでいます。またブログ係として７名もの職員が参画、１人
が３件を目指して、月によっては３０件近くアップされることもあるほど盛況で、家族からも「（コ
ロナで会えなくても）ブログを見て安心している」と歓びの声が届いています。またブログには
お店屋さんレベルの色鮮やかな「食」が満載で、見ていて幸せを感じることができます。

基本情報リンク先

静岡県富士市大渕３５２－２所在地

グループホームわたしの家　1階

1  自己評価及び外部評価結果

2272300738

法人名 医療法人財団　百葉の会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2272300738-00&PrefCd=22&VersionCd=022

評価結果市町村受理日令和4年8月18日 令和4年9月20日

事業所番号

静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

玄関先に理念の掲示をし常に職員さんが確
認出来る状態にし、又上期・下期の自己評価
の際、理念に沿った仕事が出来ているかの
評価を実施、個人面談等を通じて職員へ確
認をしております。

こやまケアの実践は日々積み重ね、気を抜か
ず、あきらめず、ある意味愚鈍に粛々と取組んで
いて、事業所の空気のようになっています。職員
が利用者を中心に物事を考え、建設的な意見交
換ができる集団であることが強みです。

２０年の２月までは「歌声サロン」等の地域へ
出向く活動を行っておりました。その後は一
時的に交流が途絶えておりましたが、書面で
施設の様子を運営推進会議（書面）を通じ、
感想を記載したハガキを持参し来訪して下さ
る地域の方もおります。

拡大前には運営推進会議のアンケートの受け渡
しや、行事のお菓子のお裾分けに立ち寄っても
らえ、顔を合わせる程度の交流は続いていま
す。また「広報・あおば」６月号に「わたしの家」の
活動が掲載され、広く地域の皆さんに知ってもら
う機会となっています。

地域の中・高校生のボランティアや職員が認
知症サポーターとなり毎年活動を行っていま
したが、昨年度からはボランティアの受け入
れやサポーターとしての活動出来ておりませ
ん。可能となったら受け入れや活動を再開致
します。

実際に施設状況や情報を伝える事が難しい
為、書面資料にご利用者様の様子がより分
かるよう、写真を添付するように心がけてい
ます。活動の写真を見て感想を伝えて下さる
方もおられます。

運営推進会議は参会しない「書面開催」の方法
をとっているものの、返信葉書を封入しているこ
とで意見を集める仕組みが確立しています。メン
バーも事業所の真摯な取組みに応え、様々意見
や感想を返してくださり、関係継続が図られてい
ます。

現在はコロナウイルス感染症もあり運営推
進会議に、定期的な介護保険課の職員や地
域包括支援センター職員の参加はありませ
んが、資料を作成し届けさせて頂いておりま
す。相談等がある際は、その都度電話や窓
口へ相談に伺っております。

運営推進会議の書面報告を通じて、市役所から
も返信が（意見･感想）が届くようになっていま
す。また運推の書面に空室情報を掲載したとこ
ろ、地域包括支援センターから１名紹介があり、
現在此処で穏やかに暮らせてもらえています。

身体拘束適正化委員会にておおむね３か月
に１回会議を実施、勉強会も定期的に開催し
ております。会議内で決定した事項は職員へ
申し送り、議事録にて委員より報告し、議事
録自体に勉強会資料等の添付も行っており
ます。

普段から「即、改善」が励行され、コミュニケー
ションのよい組織体制にあるためか、身体拘束
適正化委員会での協議内容に思いあぐねている
様子が見受けられますが、３ヶ月に１度の開催
は適切に実施されています。

委員会の協議は現場の事例検討となるよ
う、事前に不適切ケアの洗い出しや防止
に係る事例を出し合うことを期待します。

勉強会にYouTube動画を活用し知識を深め
ました。又ミニテストや自身のケアに対する
振り返りを行い虐待について考える機会をつ
くりました。浴や更衣時等お客様の身体観察
に努めており、アザ等を発見した際は、イン
シデント報告書に記載し早期発見に努めて
おります。

静岡県（グループホームわたしの家　1階）
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームわたしの家　1階）

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

研修へ参加し学ぶ機会を作り、特に管理者・
介護支援専門員は研修等を通じて社会資源
が活用できる様に努めております。

契約時の日時等、利用者様ご家族のご都合
に合わせ余裕のある時間で設定、説明を行
い同意を頂いています。説明後質問の時間
を設けてご家族からの意見を頂いておりま
す。

お客様アンケートを年１回実施し、お客様の
声に答えており、ご要望や意見に対し運営会
議にて改善策を検討しアンケート結果や対策
について報告を実施、又ご家族の要望等に
は常に迅速に対応出来るよう申し送りやキッ
チン内のボードを活用し職員間で情報共有を
行っております。

ブログは家族に好評なほか、運営推進会議や便
りなどでこまめに家族に情報を届けることで、な
んでも言ってもらえる関係を築いています。家族
アンケートは８割を超える回収率で、感謝ととも
に意見もしっかりあって、信頼関係があることが
伝わります。

毎月の運営会議や各委員会会議にて職員
の意見や提案を聞き、運営に反映を行って
おります。又、現在はコロナウイルス感染症
もあり全体会議を書面にて行っている為その
都度職員からの意見も聞いております。

職員意見の実現度は高く、例えば個々の家庭事
情に応じた働き方を支援できるよう、朝の申し送
りがボードに変容しています。現場も朝のトイレ
など利用者へ関わる時間が増えたことで利用者
ファーストが実践でき、職員のストレスも減ってい
ます。

年度初めに個人目標を設定し、上期・下期で
評価を実施し職員の意見を聞いております。
職員評価制度による賞与・昇給制度、非常
勤職員のベースアップやリーダー・副主任手
当の導入、勤怠システムでの時間管理など
働きやすい仕組み作りを法人管本部と共に
行っております。

年間で研修計画を立て、研修参加を推進しており
ます。研修はコロナウイルスの流行に伴いズーム
を利用した研修を実施。OJTシートを活用したト
レーニングをプリセプターを付け確実に業務が行
えるよう努めております。

GH連絡会はズームにて参加しております
が、GH交流会はコロナウイルス感染症によ
り行えておりませんので可能となったら再度
参加させて頂きたいと思っております。現在
は法人内同サービスの施設と連絡体制を
取っております。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームわたしの家　1階）

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入所前はご家族様やご利用様の話を十分に
聞き初期対応に努めております。生活状況
の把握・ご要望、不安な事等を伺い安心して
施設での生活をスタートして頂けるような配
慮を行っております。

ご家族様へ密に連絡を取り、要望や不安に
感じている事の傾聴を行い、常にご意見を頂
けるように初期の関係づくりに努めておりま
す。

ご本人の置かれている状況を、家族や入院
先、入所施設へ伺い情報共有を行いご本
人、ご家族からの意見も頂いた上でその方
に合わせたサービスの提供が行えるよう努
めております。

お客様に合わせた席の配置の検討を行い、
なじみの関係が築けたり、関係性が上手く行
く様に職員がコミュニケーションの橋渡しを行
うように配慮しております。ご本人や周りの方
との関係を常に気にかけ席や対応はその都
度職員間で話し合いもしております。

お便り担当者により季節に沿ったイラストを
考え、その月の企画やGHでの生活の様子を
写真を選び書式を作成、その後お客様担当
者により企画の様子やその月の体調につい
て記載しご家族へ郵送を行います。面会時
にも生活のご様子をお伝えしております。

面会時の規定に沿い対応しております。現
在・検温・チェックリスト記入後お互いマスク
を付けた状態で各階の玄関先にて、短時間
ですが面会可能としております。

なるべく笑顔を届けたいとして利用者の写真を
沢山撮り、家族に送るほか、誕生日には居室担
当者とペアでフレームに収まり、コメントも添えて
家族にプレゼントして、歓ばれています。また昨
年度の離職はゼロで、働きやすさへの尽力が
「馴染みの関係」の継続に実っています。

コロナウイルスの感染状況に合わせ、１・２階
での合同レク等の実施検討を行っておりま
す。お散歩の際などに１・２階のご利用者様
との交流も多く見られ会話等されています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームわたしの家　1階）

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

退居後挨拶に来訪してくださるご家族もおり
ますが、定期的な来訪はない状況です。今
後そのような事例がある際は積極的に対応
していきます。

暮らしへの希望や想いを伝えられない利用
者様に対しては、ご家族へお聞きしサービス
の反映を行っております。伝えることが出来
る方に対しては、その都度ご意向をお伺いし
ております。思いなどはボードの活用もしてリ
アルタイムで記録に残せるようにしておりま
す。

利用者は主にフロアにいるため、１１時～１６時
の時間帯は１フロア３名になるよう努め、その中
での発語は「まるこノート」に書き留めることが常
態化していて、お誕生日企画などで食べてもらう
メニューはそのプロセスにおいて叶っています。

入居時にご家族や施設に対し出来る限り詳
細にアセスメントを取っております。又個別で
カルテや生活記録ファイルを作成し職員が閲
覧できる仕組みを作っております。申し送り
なども活用し全員が把握出来るように努めて
おります。

個別の生活記録バインダーにケアプランを挟
み、生活記録の裏面にはチェックリストを添
付して常時確認できる仕組みとし、食事・バ
イタルチェック表を壁掛けにして、気になる際
は確認し身体状況等の把握に努めておりま
す。

ご家族への電話連絡や面会・ケアプラン説
明時など、ご要望を伺い、お話しが可能なお
客様には何気ない会話から要望を引き出し
ております。お客様担当からは該当するお客
様についてのケアプランの見直しについての
意見も反映しております。

介護支援専門員と計画作成担当者の兼務者と、
計画作成担当者各１名ずつユニットを担当して
おり、介護計画書はひな形通りに適切に運用さ
れています。また前回から改正した点は赤、一
部改正は青で表示してあり、家族にも判りやす
いものに成っています。

現在ズームで面談や報告をおこなう家族
もいることから、家族を交えたサービス担
当者会議をズームで実施することも一考く
ださい。

生活記録に詳細に日常の様子を記録しておりま
す。毎日実施するサービス内容については生活
記録へ記載しチェックを行い、3カ月ごとのモニタリ
ングとプラン見直しの際に反映を行っております。
又申し送り記録やキッチン内のホワイトボードで
ケアの情報共有を行っております。

ZOOMでの面会のご要望にもお応えしており
ます。わたしの家ブログにて生活の様子を見
ているご家族も多くなるべく可能な限り、更新
するように努めております。来訪できないご
家族様へのケアプラン郵送時等は生活の様
子を添え報告を行う様に心がけております。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームわたしの家　1階）

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

現在はコロナウイルス感染症により参加は
出来ておりませんが、地域のいきいきサロン
や歌声サロンへ参加、児童クラブの子供たち
や法人の保育室ポッポのお子さん達との交
流、活動再開が可能となったら積極的に参
加して参ります。

月1回、本人やご家族の同意を得て訪問診
療を受けております。又体調不良が生じた際
も診療時間外でも外来にて対応をして下さい
ます。ご家族希望時随時先生からのお話もし
て頂き、ご家族の希望も伝えさせて頂いてお
ります。

利用者は目前の系列病院の協力医の訪問診療
を月１回受診しています（１回９名のため、医師
は月２回訪問）。訪問看護事業所からも看護師
の来所が週１回あって、いつでもなんでも相談で
き、利用者の健康管理について安心な体制にあ
ります。

訪問看護記録へ、お客様の相談したい事項
を記入、職員も付き添い報告を行いながら2
週に１回、訪問看護の観察、処置を受けてお
ります。又外来診療時間以外の相談も早期
に対応やアドバイスをして下さり、主治医等
にも繋げて下さいます。

入院等があった際は、相談員と連携を取り、
情報共有に努め早期に退院が出来るように
ご家族様との体制作りを行っており、不安要
素の軽減を行い又骨折での入院等訪問リハ
ビリを提案しなるべく早期にGHで生活をして
頂けるよう配慮しております。

主治医よりご家族説明時、管理者同席し、ケ
アマネージャーも可能な限り同席させて頂
き、終末期の方針について、共通の認識を持
つように努めております。定期的な勉強会や
カンファレンスを重ねる事により職員さんの
終末期に対する理解を深めております。

常には医療が近くにあり２４時間対応でなんの
心配もありません。コロナについては「こうしたら
コロナ禍の看取りが安全にできるのでは」との考
えやルールが法人から示されており、それに準
じて家族とともにお見送りできた例も既にありま
す。

急変時のマニュアルを整備し、内容も現状に
合わせて変更しております。夜勤へ入る職員
へ急変時の対応や看取りについて、指導を
行っております。急変の際のフローチャート
はすぐに確認が出来るような位置に備えてあ
ります。

年間計画の防災委員会活動内容に沿い、定
期的な訓練を実施するよう努めております。
参加者を訓練を経験した事の無い職員さん
を組み込むよう考慮し、各職員が知識を身に
つけられる様な体制を心がけております。

小さな事業所ながらも５名の職員で防災委員会
を編成し、課題点を詳らかにしています。９月１
日の防災の日には地震と火災で初期対応や避
雛誘導、時間計測、車いす対応への検討を実施
する運びで、１０月には土砂災害、更にプラスα
としてあと１回夜間対応をおこなう予定です。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームわたしの家　1階）

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

お客様への声掛けや、見守りの際配慮が出
来ているか職員間でお互いに気を付けてお
ります。同性介助を希望されるお客様への対
応も職員間で協力を行い対応しております。
職員同士でも互いに声を掛け合い対応が適
切かを常に気に掛けるようにしております。

家族へのお便りに「担当」とか「お便り作成者」と
記しており、責任所在の明確化が日常業務に浸
透していることが覗えます。新人にはOJTで
「やってみた」「できた、できない」をできるまで実
施して、対人従事者の基本を習得する取組みも
あります。

日常の会話の中から、お客様の想いや希望
を自己決定をくみ取れる様に、自然な雰囲気
でコミュニケーションを取っております。希望
が叶えられるようホワイトボードも活用してお
客様からの意見を大切にしております。

お客様が個々のペースに合わせて過ごす事
が出来るよう、職員もゆったりと関わりを持つ
ように心掛け、お客様の声を聴き要望に出来
る限り答えております。希望や要望は申し送
り等で情報共有をしております。

病院に併設している美容院より、ご家族や本
人の希望にて職員が依頼をし、美容師さん
が来訪してくださいます。又入居前の生活習
慣を継続できるよう、ご家族様のご要望にも
応えております。

約2か月に1回「わが家の台所」と称し、職員
のオリジナルメニュー、毎月のミニ企画として
季節のおやつ等の提供もしております。又、
生活の流れの中でご利用者様が積極的に家
事活動に取り組んで頂ける様に職員が依頼
をし実施してくださっています。

「わが家の台所」をはじめ企画ものによる「食」が
豊富です。「季節を感じる生活を送ってもらいた
い」と、管理者とリーダーがおやつで時節にそっ
たものを考案しており、色鮮やかな紫陽花ゼリー
や庭先で焼き芋大会など、目も舌も充実の時間
を過ごしています。

1日のトータルの食事量や水分量の確認を行
い、十分に摂取出来ていない場合にはお客
様に合わせた水分の提供、申し送りにて報
告を行っております。お客様に対して適正な
栄養バランスが取れる様食材会社の利用を
行っております。

毎食後の口腔ケアを行っております。ご自身
で歯磨きが出来る方は職員が声掛けや見守
り、一部介助では持てる力を生かし行って頂
いております。十分に磨けていない方に対し
ては仕上げ磨きを職員が行っております。義
歯の清潔にも常に努めております。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームわたしの家　1階）

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄チェック表にてお客様個別の排泄パター
ンを確認しております。排尿の失敗がある方
に対し職員間で十分話し合いアイテムや誘
導時間の検討を行います。立位が十分に取
れない方には、職員2名で介助を行いトイレ
で排泄が行えるよう支援しております。

車いす使用者が７名となり、ベッド上での交換が
１名、職員２人での介助が必要な人は４名と重度
化が進んでいますが、機能維持のためにも「なる
べく座面に座ってもらって」をおこない、パットの
使用頻度も気にしつつ定時誘導で失禁を減らし
ています。

10時と15時に水分摂取の時間を設け、バラ
エティーに富んだ飲み物の提供が行えるよう
配慮し、水分摂取が困難なお客様にはゼ
リー等での水分摂取のアップも行っておりま
す。ケアプランにも体操のサービス内容を組
み込み毎日２回の体操を日課としておりま
す。
その方の体調や気分に合わせた入浴の声
掛けや対応を行う様心掛けており、入浴出来
ない際はキッチン内のボードや生活記録に
状況の記入し、翌日の職員へ申し送りを行っ
ております。又、毎日入浴をしたいとの希望
にも応えます。

４月の時節に合わせてレクリエーションでイチゴ
の香りの入浴剤をつくって遊んだり、５月は菖蒲
湯、冬至には柚子を浮かべて、お風呂が好きな
人にはたまらない企画がある一方で、お尻が洗
いやすいチェアに替えるなど備品の見直しにも
熱心です。

お客様の状況に合わせた休息や就寝の対
応を行っており、入眠時には楽な体制や居室
内の照明、室温の調整にて気持ちよく眠れる
ように対応

調剤薬局を利用しお薬の管理や相談をさせ
て頂いております。臨時処方がある際は申し
送りに処方箋コピーを添付、注意事項等記
載するようにしています。内服方法表を作成
しその方に合わせた内服方法を検討し統
一、ケアプランにも内服方法について記載し
ております。
お客様にお手伝いをして頂いた際は、職員
が感謝の言葉を伝える様に心掛けておりま
す。ご家族からの差し入れ等も申し送りで各
職員へ伝達し、対応を行っております。お客
様からの楽しみも会話の中から聞き取れるよ
う努めております。

受診以外では戸外に出る機会が設けられな
い状況はありますが、園芸係によりプラン
ターにて野菜を栽培し、散歩時にご利用者様
が収穫され喜ばれる場面あります。今後コロ
ナの動向を見なら外出支援が出来る様に対
応していきます。

恒例となりつつあるスターバックスへの降りない
ドライブのほか、誕生日イベントとして本人希望
を取り入れた買い物を中心とした外出がある予
定でしたが、コロナの急な拡大で断念していま
す。歩ける人中心ですが、散歩帰りに畑の水や
りをしたり、１日１回の外気浴で我慢の日々で
す。

少しでもお出かけ気分が味わえるよう、旅
番組や地域のお祭りのDVDを鑑賞する日
を設けることを期待します。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホームわたしの家　1階）

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

法人の方針にてお金をご家族よりお預かりし
ておりませんが、外出企画等で買い物に出
かける際は事前にご家族へ連絡を行い、施
設の立替金で購入してよいか確認し対応し
ております。

本人やご家族等からの要望に応えることが
出来るよう支援を行っております。ご家族か
らの荷物が届いた際は連絡後、本人へお渡
ししております。ズームでの面会を希望され
たご家族への対応もその都度させて頂いて
おります。

共用空間については、法人の管理部や資材
課へ相談し対応して下さる事が多く、職員も
ご利用者様の声を聞き照明調整や温度調
整・掛物・衣類の調整を随時行い不快を取り
除くよう対応しております。

消毒は１日５回と頻回に実施しています。また西
と東廊下の日中開放、居室も網戸対応とともに
居室扉は少し開けて風を通すようにし、またフロ
アは食後１時間態度網戸にして、換気に努めて
います。また時間に合わせてカーテンの開け閉
めをこまめにおこなってもいます。

お客様が安全に移動が出来るように、危険
が無いような動線の確保に努めており、修理
の必要な個所は修繕担当が迅速に対応して
おります。又、お客様のご希望に沿えるよう、
歩行時は引き留めない対応を心がけており
ます。

各スペースにソファーやベンチを置いてあり、
気の合ったお客様同士でお話しや休憩をさ
れている場面もあり、居室でゆったりと過ごし
たいとの希望がある方へは適宜居室へさり
げなく様子を確認する等し対応しておりま
す。

　

入居前や後にも馴染みの家具や使い慣れた
物品を持参して頂ける様案内をしておりま
す。今後も継続しご利用者様にとって安心し
て生活できる生活環境を整えていきます。

大好きなカラオケに興じる姿の写真を大きく伸ば
して貼っている人やぬいぐるみや人形を並べる
人、以前にはその人の趣味や人となりが伝わる
居室が多くありましたが、ADLが落ちてクリア
ケースが目立つ部屋が増えています。
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令和 4 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○ ○

○
○

○ ○

○ ○

○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2272300738 新リーダーのアイデアにより、日勤リーダー制から統括リーダー制へ日中の業務を守る職員
の体系を変え、勤務職員がその日のご利用者様のケアについて責任を持ち行動が出来るよう
になってきております。又子育て世代や職員さんの勤務状況に合わせ対応出来る様、朝の集
合での申し送りを排除し朝の時間を有効活用、ボードを活用しご利用者様の状況や申し送り
事項について見える化を行う事により、AMの機能訓練やレクリエーションの充実が図れ、１・２
階のご利用者様の情報共有もスムーズになりました。ご利用者様へのケアの充実や楽しめる
事、職員さんの働きやすい環境について考え改善を続けていきます。

法人名 医療法人財団　百葉の会

事業所名 グループホームわたしの家　２階

所在地 静岡県富士市大渕３５２－２

自己評価作成日 令和4年8月18日 評価結果市町村受理日 令和4年9月20日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2272300738-00&PrefCd=22&VersionCd=022 １６名中、４名がパートタイマー職で、比較的正社員率も高く、１２名の正社員の内４名が１０年
以上勤務のベテランで、新人を皆で育成する態勢もあり、チームワークの高い事業所です。相
互に協力し合う姿勢の高さは、統括リーダーの設置や朝の申し送りをボードに切り替えた点な
どに顕著に現れ、働き方改革も進んでいます。またブログ係として７名もの職員が参画、１人
が３件を目指して、月によっては３０件近くアップされることもあるほど盛況で、家族からも「（コ
ロナで会えなくても）ブログを見て安心している」と歓びの声が届いています。またブログには
お店屋さんレベルの色鮮やかな「食」が満載で、見ていて幸せを感じることができます。

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 令和4年8月28日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（グループホームわたしの家　２階）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

玄関先に理念の掲示をし常に職員さんが確
認出来る状態にし、又上期・下期の自己評価
の際、理念に沿った仕事が出来ているかの
評価を実施、個人面談等を通じて職員へ確
認をしております。

２０年の２月までは「歌声サロン」等の地域へ
出向く活動を行っておりました。その後は一
時的に交流が途絶えておりましたが、書面で
施設の様子を運営推進会議（書面）を通じ、
感想を記載したハガキを持参し来訪して下さ
る地域の方もおります。

地域の中・高校生のボランティアや職員が認
知症サポーターとなり毎年活動を行っていま
したが、昨年度からはボランティアの受け入
れやサポーターとしての活動出来ておりませ
ん。可能となったら受け入れや活動を再開致
します。

実際に施設状況や情報を伝える事が難しい
為、書面資料にご利用者様の様子がより分
かるよう、写真を添付するように心がけてい
ます。活動の写真を見て感想を伝えて下さる
方もおられます。

現在はコロナウイルス感染症もあり運営推
進会議に、定期的な介護保険課の職員や地
域包括支援センター職員の参加はありませ
んが、資料を作成し届けさせて頂いておりま
す。相談等がある際は、その都度電話や窓
口へ相談に伺っております。

身体拘束適正化委員会にておおむね３か月
に１回会議を実施、勉強会も定期的に開催し
ております。会議内で決定した事項は職員へ
申し送り、議事録にて委員より報告し、議事
録自体に勉強会資料等の添付も行っており
ます。
勉強会にYouTube動画を活用し知識を深め
ました。又ミニテストや自身のケアに対する
振り返りを行い虐待について考える機会をつ
くりました。浴や更衣時等お客様の身体観察
に努めており、アザ等を発見した際は、イン
シデント報告書に記載し早期発見に努めて
おります。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームわたしの家　２階）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

研修へ参加し学ぶ機会を作り、特に管理者・
介護支援専門員は研修等を通じて社会資源
が活用できる様に努めております。

契約時の日時等、利用者様ご家族のご都合
に合わせ余裕のある時間で設定、説明を行
い同意を頂いています。説明後質問の時間
を設けてご家族からの意見を頂いておりま
す。

お客様アンケートを年１回実施し、お客様の
声に答えており、ご要望や意見に対し運営会
議にて改善策を検討しアンケート結果や対策
について報告を実施、又ご家族の要望等に
は常に迅速に対応出来るよう申し送りやキッ
チン内のボードを活用し職員間で情報共有を
行っております。

毎月の運営会議や各委員会会議にて職員
の意見や提案を聞き、運営に反映を行って
おります。又、現在はコロナウイルス感染症
もあり全体会議を書面にて行っている為その
都度職員からの意見も聞いております。

年度初めに個人目標を設定し、上期・下期で
評価を実施し職員の意見を聞いております。
職員評価制度による賞与・昇給制度、非常
勤職員のベースアップやリーダー・副主任手
当の導入、勤怠システムでの時間管理など
働きやすい仕組み作りを法人管本部と共に
行っております。

年間で研修計画を立て、研修参加を推進しており
ます。研修はコロナウイルスの流行に伴いズーム
を利用した研修を実施。OJTシートを活用したト
レーニングをプリセプターを付け確実に業務が行
えるよう努めております。

GH連絡会はズームにて参加しております
が、GH交流会はコロナウイルス感染症によ
り行えておりませんので可能となったら再度
参加させて頂きたいと思っております。現在
は法人内同サービスの施設と連絡体制を
取っております。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームわたしの家　２階）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入所前はご家族様やご利用様の話を十分に
聞き初期対応に努めております。生活状況
の把握・ご要望、不安な事等を伺い安心して
施設での生活をスタートして頂けるような配
慮を行っております。

ご家族様へ密に連絡を取り、要望や不安に
感じている事の傾聴を行い、常にご意見を頂
けるように初期の関係づくりに努めておりま
す。

ご本人の置かれている状況を、家族や入院
先、入所施設へ伺い情報共有を行いご本
人、ご家族からの意見も頂いた上でその方
に合わせたサービスの提供が行えるよう努
めております。

お客様に合わせた席の配置の検討を行い、
なじみの関係が築けたり、関係性が上手く行
く様に職員がコミュニケーションの橋渡しを行
うように配慮しております。ご本人や周りの方
との関係を常に気にかけ席や対応はその都
度職員間で話し合いもしております。

お便り担当者により季節に沿ったイラストを
考え、その月の企画やGHでの生活の様子を
写真を選び書式を作成、その後お客様担当
者により企画の様子やその月の体調につい
て記載しご家族へ郵送を行います。面会時
にも生活のご様子をお伝えしております。

面会時の規定に沿い対応しております。現
在・検温・チェックリスト記入後お互いマスク
を付けた状態で各階の玄関先にて、短時間
ですが面会可能としております。

コロナウイルスの感染状況に合わせ、１・２階
での合同レク等の実施検討を行っておりま
す。お散歩の際などに１・２階のご利用者様
との交流も多く見られ会話等されています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームわたしの家　２階）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

退居後挨拶に来訪してくださるご家族もおり
ますが、定期的な来訪はない状況です。今
後そのような事例がある際は積極的に対応
していきます。

暮らしへの希望や想いを伝えられない利用
者様に対しては、ご家族へお聞きしサービス
の反映を行っております。伝えることが出来
る方に対しては、その都度ご意向をお伺いし
ております。思いなどはボードの活用もしてリ
アルタイムで記録に残せるようにしておりま
す。
入居時にご家族や施設に対し出来る限り詳
細にアセスメントを取っております。又個別で
カルテや生活記録ファイルを作成し職員が閲
覧できる仕組みを作っております。申し送り
なども活用し全員が把握出来るように努めて
おります。

個別の生活記録バインダーにケアプランを挟
み、生活記録の裏面にはチェックリストを添
付して常時確認できる仕組みとし、食事・バ
イタルチェック表を壁掛けにして、気になる際
は確認し身体状況等の把握に努めておりま
す。

ご家族への電話連絡や面会・ケアプラン説
明時など、ご要望を伺い、お話しが可能なお
客様には何気ない会話から要望を引き出し
ております。お客様担当からは該当するお客
様についてのケアプランの見直しについての
意見も反映しております。

生活記録に詳細に日常の様子を記録しておりま
す。毎日実施するサービス内容については生活
記録へ記載しチェックを行い、3カ月ごとのモニタリ
ングとプラン見直しの際に反映を行っております。
又申し送り記録やキッチン内のホワイトボードで
ケアの情報共有を行っております。

ZOOMでの面会のご要望にもお応えしており
ます。わたしの家ブログにて生活の様子を見
ているご家族も多くなるべく可能な限り、更新
するように努めております。来訪できないご
家族様へのケアプラン郵送時等は生活の様
子を添え報告を行う様に心がけております。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームわたしの家　２階）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

現在はコロナウイルス感染症により参加は
出来ておりませんが、地域のいきいきサロン
や歌声サロンへ参加、児童クラブの子供たち
や法人の保育室ポッポのお子さん達との交
流、活動再開が可能となったら積極的に参
加して参ります。

月1回、本人やご家族の同意を得て訪問診
療を受けております。又体調不良が生じた際
も診療時間外でも外来にて対応をして下さい
ます。ご家族希望時随時先生からのお話もし
て頂き、ご家族の希望も伝えさせて頂いてお
ります。

訪問看護記録へ、お客様の相談したい事項
を記入、職員も付き添い報告を行いながら2
週に１回、訪問看護の観察、処置を受けてお
ります。又外来診療時間以外の相談も早期
に対応やアドバイスをして下さり、主治医等
にも繋げて下さいます。

入院等があった際は、相談員と連携を取り、
情報共有に努め早期に退院が出来るように
ご家族様との体制作りを行っており、不安要
素の軽減を行い又骨折での入院等訪問リハ
ビリを提案しなるべく早期にGHで生活をして
頂けるよう配慮しております。

主治医よりご家族説明時、管理者同席し、ケ
アマネージャーも可能な限り同席させて頂
き、終末期の方針について、共通の認識を持
つように努めております。定期的な勉強会や
カンファレンスを重ねる事により職員さんの
終末期に対する理解を深めております。

急変時のマニュアルを整備し、内容も現状に
合わせて変更しております。夜勤へ入る職員
へ急変時の対応や看取りについて、指導を
行っております。急変の際のフローチャート
はすぐに確認が出来るような位置に備えてあ
ります。

年間計画の防災委員会活動内容に沿い、定
期的な訓練を実施するよう努めております。
参加者を訓練を経験した事の無い職員さん
を組み込むよう考慮し、各職員が知識を身に
つけられる様な体制を心がけております。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームわたしの家　２階）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

お客様への声掛けや、見守りの際配慮が出
来ているか職員間でお互いに気を付けてお
ります。同性介助を希望されるお客様への対
応も職員間で協力を行い対応しております。
職員同士でも互いに声を掛け合い対応が適
切かを常に気に掛けるようにしております。

日常の会話の中から、お客様の想いや希望
を自己決定をくみ取れる様に、自然な雰囲気
でコミュニケーションを取っております。希望
が叶えられるようホワイトボードも活用してお
客様からの意見を大切にしております。

お客様が個々のペースに合わせて過ごす事
が出来るよう、職員もゆったりと関わりを持つ
ように心掛け、お客様の声を聴き要望に出来
る限り答えております。希望や要望は申し送
り等で情報共有をしております。

病院に併設している美容院より、ご家族や本
人の希望にて職員が依頼をし、美容師さん
が来訪してくださいます。又入居前の生活習
慣を継続できるよう、ご家族様のご要望にも
応えております。

約2か月に1回「わが家の台所」と称し、職員
のオリジナルメニュー、毎月のミニ企画として
季節のおやつ等の提供もしております。又、
生活の流れの中でご利用者様が積極的に家
事活動に取り組んで頂ける様に職員が依頼
をし実施してくださっています。

1日のトータルの食事量や水分量の確認を行
い、十分に摂取出来ていない場合にはお客
様に合わせた水分の提供、申し送りにて報
告を行っております。お客様に対して適正な
栄養バランスが取れる様食材会社の利用を
行っております。

毎食後の口腔ケアを行っております。ご自身
で歯磨きが出来る方は職員が声掛けや見守
り、一部介助では持てる力を生かし行って頂
いております。十分に磨けていない方に対し
ては仕上げ磨きを職員が行っております。義
歯の清潔にも常に努めております。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームわたしの家　２階）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄チェック表にてお客様個別の排泄パター
ンを確認しております。排尿の失敗がある方
に対し職員間で十分話し合いアイテムや誘
導時間の検討を行います。立位が十分に取
れない方には、職員2名で介助を行いトイレ
で排泄が行えるよう支援しております。
10時と15時に水分摂取の時間を設け、バラ
エティーに富んだ飲み物の提供が行えるよう
配慮し、水分摂取が困難なお客様にはゼ
リー等での水分摂取のアップも行っておりま
す。ケアプランにも体操のサービス内容を組
み込み毎日２回の体操を日課としておりま
す。
その方の体調や気分に合わせた入浴の声
掛けや対応を行う様心掛けており、入浴出来
ない際はキッチン内のボードや生活記録に
状況の記入し、翌日の職員へ申し送りを行っ
ております。又、毎日入浴をしたいとの希望
にも応えます。

お客様の状況に合わせた休息や就寝の対
応を行っており、入眠時には楽な体制や居室
内の照明、室温の調整にて気持ちよく眠れる
ように対応

調剤薬局を利用しお薬の管理や相談をさせ
て頂いております。臨時処方がある際は申し
送りに処方箋コピーを添付、注意事項等記
載するようにしています。内服方法表を作成
しその方に合わせた内服方法を検討し統
一、ケアプランにも内服方法について記載し
ております。
お客様にお手伝いをして頂いた際は、職員
が感謝の言葉を伝える様に心掛けておりま
す。ご家族からの差し入れ等も申し送りで各
職員へ伝達し、対応を行っております。お客
様からの楽しみも会話の中から聞き取れるよ
う努めております。

受診以外では戸外に出る機会が設けられな
い状況はありますが、園芸係によりプラン
ターにて野菜を栽培し、散歩時にご利用者様
が収穫され喜ばれる場面あります。今後コロ
ナの動向を見なら外出支援が出来る様に対
応していきます。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホームわたしの家　２階）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

法人の方針にてお金をご家族よりお預かりし
ておりませんが、外出企画等で買い物に出
かける際は事前にご家族へ連絡を行い、施
設の立替金で購入してよいか確認し対応し
ております。

本人やご家族等からの要望に応えることが
出来るよう支援を行っております。ご家族か
らの荷物が届いた際は連絡後、本人へお渡
ししております。ズームでの面会を希望され
たご家族への対応もその都度させて頂いて
おります。

共用空間については、法人の管理部や資材
課へ相談し対応して下さる事が多く、職員も
ご利用者様の声を聞き照明調整や温度調
整・掛物・衣類の調整を随時行い不快を取り
除くよう対応しております。

お客様が安全に移動が出来るように、危険
が無いような動線の確保に努めており、修理
の必要な個所は修繕担当が迅速に対応して
おります。又、お客様のご希望に沿えるよう、
歩行時は引き留めない対応を心がけており
ます。

各スペースにソファーやベンチを置いてあり、
気の合ったお客様同士でお話しや休憩をさ
れている場面もあり、居室でゆったりと過ごし
たいとの希望がある方へは適宜居室へさり
げなく様子を確認する等し対応しておりま
す。

入居前や後にも馴染みの家具や使い慣れた
物品を持参して頂ける様案内をしておりま
す。今後も継続しご利用者様にとって安心し
て生活できる生活環境を整えていきます。
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